






















































































使役の獲得については、観察研究（例えば伊藤, 1990; Murasugi, Hashimoto, 
& Kato, 2005）・実験研究（例えばOkabe, 2007, 2008）ともになされてきてお
り、他動詞獲得との関連（伊藤, 1990; Murasugi et al. 2005）、依頼を表すテ形



























　本研究では、Child Language Data Exchange System（CHILDES; Oshima-
Takane, MacWhinney, Shirai, Miyata, & Naka, 1998; MacWhinney, 2000）の
アーカイブに含まれる、MiiProデータ（Miyata, 2012a, 2012b; Miyata & Naka, 
2014; Oshima-Takane & MacWhinney（編）, 1995）を使用した。MiiProデー
タは、東京近郊の4名の子どもと、主に母親との自然な会話を長期にわたって
記録した縦断データである。対象児は男児2名（Asato: Nisisawa & Miyata, 
2009a; Tomito: Nisisawa & Miyata, 2009b）、 女 児 2 名（Arika: Nisisawa & 
























30528 17256 2883 50667
87088 52918 7309 147315
母
-- --
25894 13864 2087 41845
74973 46488 6700 128161
Asato
データ
子 9555 13978 7721 3956 454 35664
8356* 25017 15978 9372 755 59478
母 21869 21487 10141 4841 625 58963
59657 68065 32906 17032 2129 179789
Nanami
データ
子 7094 13333 6146 6184 513 33270
5900* 27402 13884 16627 1331 65144
母 22560 22667 10993 8962 853 66035


































































て母子の使用率が有意に異なっていた（Arika対母親: .061%対.153%, p < .001; 
表2.各対象児と母親の形態的使役の使用回数と使用率.
1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 1〜 5歳計 3〜 5歳計
Arika
データ
子 使役数 -- -- 20 9 2 -- 31
発話数 -- -- 30528 17256 2883 -- 50667
使役率 -- -- .066% .052% .069% -- .061%
母 使役数 -- -- 49 9 6 -- 64
発話数 -- -- 25894 13864 2087 -- 41845
使役率 -- -- .189% .065% .287% -- .153%
Asato
データ
子 使役数 0 1 7 3 0 11 10
発話数 9555 13978 7721 3956 454 35664 12131
使役率 .000% .007% .091% .076% .000% .031% .082%
母 使役数 34 31 11 8 3 87 22
発話数 21869 21487 10141 4841 625 58963 15607
使役率 .155% .144% .108% .165% .480% .148% .141%
Nanami
データ
子 使役数 0 3 2 1 0 6 3
発話数 7094 13333 6146 6184 513 33270 12843
使役率 .000% .023% .033% .016% .000% .018% .023%
母 使役数 36 10 4 12 1 63 17
発話数 22560 22667 10993 8962 853 66035 20808
使役率 .160% .044% .036% .134% .117% .095% .082%
26
Nanami対母親: .023%対.082%, p = .037）。Asatoと母親については有意な違い




　使用率について対象児同士を比較してみると（Arika .061%; Asato .082%; 
Nanami .023%）、どのペアでも有意な違いは検出されなかった （Arika対
Asato: p = .428; Asato対Nanami: p = .052; Arika対Nanami: p = .132, フィッ
シャーの正確性検定）。母親については（Arika母親 .153%; Asato母親 .141%; 
Nanami母親 .082%）、Arikaの母親とNanamiの母親の間にのみ有意な差が検
出された（Arika母親対Asato母親: p = .809; Asato母親対Nanami母親: p = 






























有生 あいまい 無生 不明 計
Arika
データ
子 62.5% 0.0% 50.0% （なし） 38.7%
（5/8） （0/9） （7/14） （12/31）
母 6.3% 26.1% 0.0% 0.0% 10.9%
（1/16） （6/23） （0/24） （0/1） （7/64）
Asato
データ
子 0.0% 50.0% 0.0% 100% 20.0%
（0/1） （1/2） （0/6） （1/1） （2/10）
母 71.4% 50.0% 15.4% （なし） 36.4%
（5/7） （1/2） （2/13） （8/22）
Nanami
データ
子 100% （なし） 100% （なし） 100.0%
（2/2） （1/1） （3/3）
母 37.5% 50.0% 0.0% （なし） 35.3%














子 母 子 母
Arika
データ
あう + + − −
あそぶ + + （−）* +
たべる + + ?** +
のむ + + + +
Asato
データ
あう + + − +
する + + （−） +
はしる + + − +
もつ + + + +
やる （−） （−） + +
Nanami
データ
あう + + （−） +
たべる − + + +
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